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あ
る
夏
休
み
の
出
来
事

　
こ
れ
ま
で
歌
い
継
が
れ
て
き
た
「
琵

琶
湖
周
航
の
歌
」
は
、
大
正
６
年

（
１
９
１
７
年
）
に
、
小
口
太
郎
が
今

津
の
宿
で
披
露
し
た
の
が
始
ま
り
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
小
口
太
郎
は
、
大
正

５
年
に
現
在
の
京
都
大
学
理
学
部
に
入

学
し
、
水
上
部
（
ボ
ー
ト
部
）
と
弁
論

部
に
入
部
し
ま
し
た
。
小
口
太
郎
を
メ

ン
バ
ー
に
加
え
た
水
上
部
の
琵
琶
湖
周

航
（
船
で
琵
琶
湖
を
巡
る
こ
と
）
は
、

大
正
６
年
と
７
年
の
い
ず
れ
も
夏
休
み

の
６
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
周
航

は
、
３
泊
４
日
に
わ
た
り
、
１
日
目
に

大
津
を
出
発
し
て
雄
松
（
近
江
舞
子
）

で
宿
泊
、
２
日
目
は
雄
松
か
ら
北
上
し

て
今
津
に
宿
泊
、
３
日
目
は
竹
生
島
に

上
陸
し
た
後
、
長
浜
へ
立
ち
寄
り
彦
根

に
宿
泊
。
４
日
目
は
、
長
命
寺
（
近
江

八
幡
市
）
に
寄
っ
て
大
津
へ
帰
港
す
る

も
の
で
し
た
。

誕
生
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」

　
当
時
の
メ
ン
バ
ー
の
証
言
な
ど
に
よ

る
と
、小
口
太
郎
は
こ
の
周
航
の
際
に
、

琵
琶
湖
周
航
を
題
材
に
し
た
詩
を
つ
く

り
、
２
日
目
晩
の
宿
泊
地
で
あ
る
今
津

の
旅
館
で
、
友
人
た
ち
に
披
露
。
彼
ら

学
生
の
間
で
流
行
っ
て
い
た
吉
田
千
秋

作
曲
「
ひ
つ
じ
ぐ
さ
」
の
メ
ロ
デ
ィ
に

合
わ
せ
、
皆
で
唱
和
し
た
こ
と
が
琵
琶

湖
周
航
の
歌
の
誕
生
の
契
機
に
な
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
小
口
太
郎
の
作
詞
に
、
吉
田
千
秋

の
作
曲
「
ひ
つ
じ
ぐ
さ
」（
大
正
４
年：

雑
誌
『
音
楽
界
』
発
表
）
を
あ
わ
せ
た

今津中沼でボートを漕ぐ今津中学校（現高島高校）生
：昭和５年

フィックス艇による周航

歌
い
継
が
れ
て
１
０
０
年

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」

も
の
が「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」と
さ
れ
、

「
ひ
つ
じ
ぐ
さ
」
は
周
航
の
歌
の
原
曲

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
小
口
太
郎
が
友
人
に
宛
て
た

は
が
き
に
は
、「
今
夜
は
こ
の
今
津
に

宿
る
」
と
記
載
さ
れ
、
そ
の
消
印
が
大

正
６
年
（
１
９
１
７
年
）
６
月
28
日
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
が
琵
琶
湖
周

航
の
歌
の
開
示
（
誕
生
）
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
歌
わ
れ
続
け
て　
年

　
多
感
な
青
春
と
周
航
の
ロ
マ
ン
を
情

緒
豊
か
に
歌
い
上
げ
る
こ
の
歌
は
、
多

く
の
歌
手
や
演
奏
家
な
ど
に
よ
り
広
く

親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、
今
津
で
は
、

生
誕
の
地
と
し
て
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
大
切
に
歌
い
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。

　
大
正
６
年
（
１
９
１
７
年
）
に
生
ま

れ
た
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
は
、
来
年

２
０
１
７
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。市
民
や
県
民
の
財
産
で
も
あ
る「
琵

琶
湖
周
航
の
歌
」
１
０
０
周
年
を

契
機
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
次
世

代
に
歌
い
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る

地
域
づ
く
り
や
全
国
へ
の

発
信
に
よ
る
観
光
誘
客

を
図
る
「
１
０
０
周

年
記
念
事
業
」
の
準

備
が
現
在
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
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　今月号で２００号を無事迎
えることができました。皆さ
んありがとうございます。私

が広報担当となったのは平成 21 年度か
らで、かれこれ８年目になりました。今
までで一番印象深いのは、平成 25 年に
台風18号災害特集号を作ったことです。
多くの方に被害や支援の状況を知ってい
ただくことが復興支援につながるとの思
いで、現場の撮影や原稿作成等に懸命に
取り組みました。発行後、市民の皆さん
から多くの問い合わせがあり、広報の重
要性を認識した一冊となりました。（Ｓ）
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